
                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 希少がん 30 代男性、ベストサポーティブ

ケアが見つからない中、患者、家族が意思

決定するために、医療従事者がどのように

関わればよいか・・・ 
今回は、家族エンパワーメントモデルを使用し、この

事例を検討します。 

講師：日本赤十字社医療センター 総合医療相談室 看護師長  

家族看護専門看護師、関根光枝先生をお迎えし事例を分析します。 
 

●開催日時● 

2016 年 1 月 30 日（土） 

13：00～16：00 

 

●場所● 

東海大学伊勢原キャンパス 

３号館１階 会議室 

●アクセス● 

小田急小田原線「伊勢原駅」下車 

徒歩 20 分バス 10 分（東海大学病院下車） 

●問合せ先● 

0463-93-1121（代表）  

担当；井上玲子 

●研究会ホームページ● 

http://kazokuns.ihs.u-tokai.ac.jp 

メールアドレス：kazoku@tokai-u.jp 


